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朝晩が冷え込む頃になりました。学校では，いくつもの大きな行事を終え，子供たちも
一段と成長し，まさに実りの二学期となりました。

土曜学級・教育講演会
１１月１１日(土)に，土曜学級が開かれ多くの保護者の皆様に全校の授業を参観してい

ただきました。今年度も，昨年度に引き続き，平成３０年度から「特別な教科 道徳(仮称)」
となる「道徳」の授業について参観していただきました。内容もそれぞれの担任の先生方
が考えて，子供たちの実態に合った授業内容だったと思います。
土曜学級の後は，ＰＴＡ教育振興部主催の「教育講演会」が行われました。今年度は，

「ダブルダッチ縄跳び」と題して，講師の方々をお招きして行いました。
授業参観，教育講演会ともたくさんの保護者の方においでいただきました。ありがとう

ございました。

☆保護者の方の感想より
・道徳の授業ということで，心の成長や感情を知ることができ興味深く見させていただきま
した。やはり，国語や算数という勉強だけでなく，道徳の授業の大切さを感じました。

・江戸しぐさの授業，子供も大人もとても良い考える機会になったと思います。「自分さえよ
ければ」が横行する現代社会，今こそ江戸文化(食も教育も医，住・・・)を見習って，こ
れからの生活を創っていけたら，未来の子供たちに素敵な社会を残せると思います。素晴
らしい授業をありがとうございました。

・福祉の心を，小学生の時から学ぶことは，とても大切だと思います。子供たちが，いろい
ろなハンディキャップをもった人々がいる現状を知ること，そして，その人たちと交流し，
抵抗や心の壁を取り払うことが大切だと実感できたということがよく分かりました。これ
からも，このような社会勉 強の機会を積み，福祉の心をもった人に育ってほしいです。

・家庭での躾を改めて授業で取り組んでいただいたため，当たり前だと思っていたことが，
意外にできていなかったことに親も気づかされました。「マナー・エチケット」は，社会に
出ていく上でとても大切なので，これからも親子で意識していきたいと思いました。

・道徳の授業，みんな真面目に取り組んでいたのと手をあげて発言していて成長を感じまし
た。兄弟のいる御家庭や，一人っ子の御家庭とそれぞれとらえ方は違うと思いますが，み
んなこの話を聞いて，何か感じたことや学んだことがたくさんあったと思います。直接，
言葉では「ありがとう」などと言っていますが，子供に向けてお手紙を書くというのは，
少し照れくさい部分もありましたが，普段，口にしないことをお手紙で伝えることができ
たので，とてもよかったと思いました。

・子供が成長する上で，地域をよく知ること，自分の産まれ育った地を大切に思えることが
大切だと思うので，とてもよい機会になりました。

・善誘館小でも取り組んでいるなわとびが内容でよかった。一部の児童だけでなく，全員が
参加できる形でよかった。講演会にありがちな「話を聞く」タイプのものは，結果的には，
子供たちにとって楽しめない場合もあるので，今回子供たちが楽しく一生懸命に協力して
がんばる姿を間近で見られてよかった。講師の方も若くて元気に指導してくださっていた
ので，子供のやる気を引き出してくれたと思います。

御意見・御感想をたくさんいただきました。ありがとうございました。

校 訓 「善行・勤勉・体育」

学校教育目標

○ 思いやる心をもつ子

○ よく考え工夫する子

○ 元気でたくましい子



☆☆☆☆☆☆☆☆～ドリームランド～☆☆☆☆☆☆☆☆
１１月２８日(火)に「ドリームランド」(児童集会)が行われました。６年生を中心に縦

割り班ごとに，お店(ゲーム)を開き，大きな歓声の中で楽しい時間を過ごすことができま
した。その後は，縦割り班ごとのお弁当集会，そして，校庭で縦割り遊びと内容は豊富で，
楽しみ満載でした。
この楽しい時間を過ごすために，リーダーの６年生は，お店の原案を考え，役割分担，

準備等細かい部分まで計画的に進めてきました。準備の段階では，下級生にわかりやすく
分担の仕事を教えなければなりません。指示の仕方も考えなければなりません。６年生に
とって，１年生から６年生までが班員である縦割り班のリーダーとしての仕事はとても大
変です。けれど，こういう縦割り班(異学年集団)での活動経験が子供たちの成長にとって
意味あるものと考えます。６年生の一番身近にいる５年生は，リーダーの仕事の大変さ，
そして喜びを見ています。４年生以下は，「自分たちがしてもらった優しさ」や「お兄ち
ゃん，お姉ちゃんの頼もしさ」を感じ，自分より下の学年の子供には優しく接し，６年生
になったら同じように行動します。一番大変である６年生は，達成感・充実感を十分に味
わうことができ，自信につながっていきます。

読 書 活 動
１０月２７日～１１月９日(文化の日を中心にした２週間)まで，第７１回全国読書週間

でした。本校でも，１１月８日～１１月２８日まで「善誘館の読書週間」を実施しました。
本校の読書週間では，子供たちの読書への関心を高めると共に，読書の素晴らしさをさら
に広めていくことをねらいとして次のような取り組みを行いました。

○友だちや先生方のお薦めの本の紹介
お薦めの本を絵と文で紹介したものを教室や廊下，児童玄関に掲示したり，読書

感想文の入賞者の作品を全校に放送で紹介しました。
○分類読書ビンゴ(★今年度，新しく取り組みました)

さまざまな分類の本に親しみ，読書の意欲付や読書の幅を広げるために低・中・
高の３種類のビンゴカードを使って取り組みました。

○図書委員による読み聞かせ
図書委員が，１．２年生に大型絵本の読み聞かせをしてくれました。

○おはなしキャラバン
甲府市立図書館の方に，ブックトークやアニマシオンをしながら楽しく本を紹介

していただきました。

読書の良いところは，ただ単に言葉の力をつけ，教養を高めてくれることだけではあ
りません。読書は想像力や判断力，物事を深く理解する力などを身に付けるのにも欠か
せないと思います。そして，何よりも心が豊かになることが良いところだと思います。
善誘館小学校の子供たちに読書の習慣が一層身に付いていくように，今後も取り組ん

でいきたいと考えています。また，市立図書館は，本校のすぐそばにあります。休日等
に大いに利用して読書の幅を広げていってほしいと思います。


